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志島循環線に
乗ってみました !

バスに乗るなら
「エミカ」が便利!

運
うん

転
てん

免
めん

許
きょ

返
へん

納
のう

割
わり

引
びき

、やってます！

三重交通グループ
アプリができました !

！

鵜方駅前

イオン阿児店

阿児アリーナ

市立図書館

　阿児地区では、志摩病院または
鵜方駅前を起終点として、うらじ
ろ経由と国

こ

府
う

経由、２ルートの循
環バスが運行しています。今回は
その中で停まるバス停３つをご紹
介します！

　エミカは現金をチャージして繰り返し使え
る「三重交通の交通系Ｉ

アイシー

Ｃカード」です。タ
ッチするだけで簡単に乗り降りができます。
また、三重交通の路線バスを60分以内に乗
り継いだ際、２乗車目の運賃を80円割り引
いてくれる「乗り継ぎ割」や、乗るほどお得
な「e

エ ミ カ

micaポイント」など、サービスも充実！

　運転免許証を返納したときに渡される運転経歴証明
書。バスを降りる際にその運転経歴証明書を提示すると
半額の運賃で乗車することができます！また、本人だけ
でなく同伴した人も一名まで半額に！

　バスダイヤの検索や乗車券の購入
が簡単にできちゃいます！お得なク
ーポンも！

　志摩営業所管内では電車の乗り継ぎ、バ
ス同士の乗り継ぎが少しでもしやすいよう
にダイヤを設定しています。年々利用者が

減ってきている状況のため、
路線バスを残していくために
も、少しのお出かけの際で
もぜひご利用いただければ

と思います。

バスは環境面においても
地球にやさしい乗り物です。
ぜひ積極的に利用してみて

ください！

さまざまな交通機関が集ま
る、志摩市の公共交通拠点。
夜はイルミネーションもラ
イトアップしており、車窓
からは一味違った景色が見
えるかも……！

たくさんの人が買い物をする市内
でも主要な商業施設。出入口のす
ぐそばにバス停があるので、たく
さん買い物をしたときでも安心し
て利用できます。

イベントなどで駐車場が混み合う場
合にはぜひバスを利用してみてくだ
さい！また、近所のバス停から阿児
アリーナまでバスで移動し、公園で
遊んだり図書館で本を読んだりする
と、家族で遠出気分も味わえます♪

くわしくは
こちらから！

エミカについてはこちらから！

くわしくは
こちらから！

アプリについては

こちらを c
チ ェ ッ ク

heck!

切符もいいけど…

三重交通株式会社 西
にし

村
むら

さん からの
メッセージ

三重交通で

志摩営業所 西村さん

総合政策課 森
も り も と

本さん

バ
ス
に
乗
ろ
う
！ 

～
残
し
て
い
き
た
い
公
共
交
通
～
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東海小学校３年生の

社会科見学に潜入!

i
イン

n 磯部バスセンター

アルコール
チェック中…

　志摩市内ではさまざまな乗り物によって地域の公共交通ネットワークが形成されています。公共交通
機関は地域住民の日常生活だけでなく、観光客の移動手段としても必要不可欠な存在です。しかし、人
口減少や新型コロナウイルス感染症などの影響もあり、その利用は減少傾向にあります。
　今回はたくさんある交通手段の中でも「バス」について特集！長年にわたりたくさんの人の移動を支
えてくれている「三重交通株式会社」の皆さんが行っている取り組みや、お得情報などをお伝えします！

志摩市公共交通マップで
お出かけをもっと楽しく!

志摩市Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTube
チャンネルでも
放送中!

～ 残していきたい公共交通 ～

バ ス に 乗 ろ う！

　生徒たちはやバスの乗
車・降車を実際に体験し
たり、洗車の様子をバス
内から見学したりと、熱
心に話を聞きながら楽し
く学んでいました。

　より多くの皆さん
に公共交通を利用し
ていただきたいとい
う思いから、志摩市
公共交通マップを作
成しました！ぜひダウンロー
ドし、公共交通機関を使って
お出かけしてみてください♪

　今回の内容は志摩市のYouTubeでもご覧いただけ
ます！「乗って残そう公共交通～路線バス編～」と
して令和４年３月に第一弾、今年２月に第二弾を放
送していますので、ぜひチェックしてみてください！

問い合わせ　総合政策課　 44・0205　 44・5252　 sogoseisaku@city.shima.lg.jp

ダウンロードは
こちらから！

なるほど…

整理券の受け取りもばっちり！

洗車の様子に興味深 ！々

アルコールチェック

測定成功♪

私はエミカで

乗車したよ！

よろしくお願いします！

降りるときは
降車ボタンでお知らせ！

志摩市  公共交通 検索
YouTube内で検索!

志摩市YouTube
チャンネルは
こちらから！

バ
ス
に
乗
ろ
う
！ 

～
残
し
て
い
き
た
い
公
共
交
通
～
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災
防

シ
リ
ー
ズ

その 141

関
東
大
震
災
か
ら

100
年
、過
去
の
教
訓
を
振
り
返
り
、来
る
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

～
ま
ず
は
家
具
固
定
と
耐
震
補
強
、
発
生
し
た
ら
直
ち
に
避
難
を
～

防
災
危
機
管
理
室　

４
４・
０
２
０
３　

４
４・５
２
５
２　

bosaikikikanri@
city.shim

a.lg.jp

　
今
年
は
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
と
な
る
年
で
す
。
ま

た
、
１
月
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
28
年
、
３
月
で
東
日

本
大
震
災
か
ら
12
年
と
な
り
ま
す
。

　
常
に
震
災
の
教
訓
を
思
い
出
し
な
が
ら
生
活
す
る
の
は
難

し
い
た
め
、
今
年
の
よ
う
に
、
過
去
の
災
害
の
節
目
の
年
を

ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
し
て
防
災
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
ら

の
教
訓
を
思
い
出
し
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

過
去
の
大
震
災
と
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

　
過
去
に
起
き
た
大
震
災
を
振
り
返
る
と
、
直
下
型
地
震
と

海
溝
型
地
震
に
よ
っ
て
被
害
の
特
徴
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
直
下
型
地
震
で
も
発
生
時
の
状
況
に
よ
り
人
的

被
害
の
原
因
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
下
の
図
は
関

東
大
震
災
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
の
人
的

被
害
の
原
因
の
割
合
と
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
志
摩

市
と
し
て
最
大
と
想
定
さ
れ
る
人
的
被
害
の
原
因
の
割
合
を

表
し
た
図
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
震
災
の
特
徴
と
し
て
、
関
東
大
震
災
は
火
災

に
よ
る
死
者
が
多
か
っ
た
こ
と
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
建

物
倒
壊
な
ど
に
よ
る
死
者
が
多
か
っ
た
こ
と
、
東
日
本
大
震

災
は
溺
死
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
海
溝
型
地
震
の
た

め
、
津
波
に
よ
る
人
的
被
害
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
東
日
本

大
震
災
よ
り
も
建
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
人
的
被
害
が
多
く

発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
る
こ
と

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
、
東
日
本
大
震
災
時

の
地
震
に
比
べ
て
震
源

域
が
陸
地
に
近
い
た

め
、
揺
れ
が
大
き
く
、

か
つ
、
津
波
の
到
達
ま

で
の
時
間
が
短
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
地
震
発
生
後
に
自
分

の
命
を
守
る
た
め
の
方

法
は
、
安
全
な
場
所
ま

で
で
き
る
だ
け
早
く
避

難
す
る
こ
と
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
家
や
家
具
の
下
敷

き
に
な
っ
た
り
、
避
難

す
る
た
め
の
通
路
を
ふ

さ
が
れ
た
り
し
な
い
よ

う
に
事
前
に
準
備
を
し

て
お
く
と
と
も
に
、
揺

れ
た
ら
逃
げ
る
と
い
う
心
構
え
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日
頃
か
ら「
家
具
の
固
定
と
家
屋
の
耐
震
補
強
」

を
し
て
お
く
こ
と
と
、
地
震
に
よ
る
「
揺
れ
を
感
じ
た
な
ら
ば
直
ち
に
高

台
に
避
難
」
す
る
こ
と
を
習
慣
と
し
て
お
く
こ
と
が
特
に
重
要
で
す
。

　
志
摩
町
和
具
に
事
務

所
を
構
え
る
建
設
業
者

の
株
式
会
社
山や

ま

下し
た

組ぐ
み

が
、
令
和
４
年
度
「
み

え
の
防
災
大
賞
」
に
選

ば
れ
、１
月
28
日
の「
み

え
地
震
・
津
波
対
策
の

日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に

お
い
て
知
事
か
ら
表
彰

状
と
副
賞
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
み
え
の
防
災
大
賞
」
は
、
災
害
に
強
い
三
重
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
内
各
地
で
自
主

的
な
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
を
、
平
成
18

年
度
か
ら
県
が
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。
大
賞
の
他

に
「
み
え
の
防
災
特
別
賞
」
と
「
み
え
の
防
災
奨
励
賞
」

が
あ
り
ま
す
。

　
山
下
組
は
、
令
和
元
年
度
に
奨
励
賞
を
、
令
和
３
年

度
に
特
別
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、今
回
の
大
賞
受
賞
は
、

会
社
の
事
務
所
を
改
修
し
て
地
域
住
民
の
避
難
所
を
確

保
し
た
り
、
地
元
自
治
会
と
協
力
し
て
避
難
路
を
整
備

す
る
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に

貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
山
下
組「
み
え
の
防
災
大
賞
」に

過去の大震災及び南海トラフ地震（三重県想定）における人的被害の原因割合

出典：平成22年度国土交通白書、三重県地震被害想定結果（平成26年３月）
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

南海トラフ地震
30年以内70～80%
(志摩市約8,700人)

東日本大震災
2011年

（13,135人）

阪神・淡路大震災
1995年

（6,434人）

関東大震災
1923年

（105,385人）

建物倒壊
11.5 津波 88.5

溺死 92.4

建物倒壊による損傷等 83.3  焼死
12.8

火災    87.1住家全壊
10.5

不詳
3.9

焼死 0.3

圧死・損傷死・その他  4.4

焼死 1.1 不詳 2.0

流失埋没 1.0

工場等の被害 1.4

単位：％

表彰式後、一見県知事（向かって右）と

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
、
過
去
の
教
訓
を
振
り
返
り
、
来
る
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う 

～
ま
ず
は
家
具
固
定
と
耐
震
補
強
、
発
生
し
た
ら
直
ち
に
避
難
を
～
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志摩市の地方創生事業の一環で、市内で働く若者を紹介するコーナーです。
志摩で頑張る若者に仕事に対する思い、将来の目標についてお聞きします。

しま 若者 Mirai
地方創生シリーズ インタビュー

問い合わせ　総合政策課　 44・0205　 44・5252　 sogoseisaku@city.shima.lg.jp

︱
現
在
の
職
業
を
選
ん
だ
理
由
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　
高
校
生
の
と
き
か
ら
日
常
で
ヨ
ガ
を
す
る
こ
と

が
趣
味
で
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
い
つ
か
大
好
き
な

ヨ
ガ
を
仕
事
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
き
、
子

ど
も
を
出
産
し
た
23
歳
の
と
き
に
、
自
分
の
人
生

を
こ
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
と
思
い
、
ヨ
ガ

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
目
指
す
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。
本
格
的
に
ヨ
ガ
を
始
め
て
か
ら
、
何
か

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
自
分
自
身

を
大
事
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
人
は
い

つ
で
も
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　
私
の
人
生
を
変
え
て
く
れ
た
ヨ
ガ
を
通
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
を
笑
顔
に
し
た
い
と
思
い
、

こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

︱
お
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ

オ
と
市
内
外
の
レ

ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

を
お
借
り
し
て
、

週
４
日
程
レ
ッ
ス

ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
レ
ッ
ス
ン
の
内

容
と
し
て
は
、

色
々
な
人
と
一
緒

に
楽
し
く
で
き
る

グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
、
周
り
を
気
に
せ
ず
で
き
る

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
、
イ
ベ
ン
ト
や
企
業
さ

ま
向
け
の
ヨ
ガ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
姿
勢
を
治
し

た
い
人
や
体
を
引
き
締
め
た
い
人
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
た
い
人
な
ど
、
年
代
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
通
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

︱
心
が
け
て
い
る
こ
と
、
や
り
が
い
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

自
分
自
身
も
大
好
き
な
ヨ
ガ
を
楽
し
み
な
が

ら
、
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
全
て
の
お
客
さ
ま
に
も

「
楽
し
か
っ
た
な
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
日
々

心
が
け
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
お
客
さ

ま
か
ら
「
心
身
の
不
調
が
改
善
さ
れ
た
」、「
体
が

引
き
締
ま
っ
た
」
な
ど
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た

と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

︱
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
志
摩
市
の
豊
か
な
自
然
を
も
っ
と
活
用
し
た
い

の
で
、
今
年
は
志
摩
の
ビ
ー
チ
を
使
っ
て
地
域
の

人
が
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
レ
ッ
ス
ン

や
、
そ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
地
域
の
魅
力
発
信
に

も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
他
に
は
、
ヨ
ガ
は

心
身
の
不
調
改
善
に
も
つ

な
が
る
た
め
、
仕
事
の
効

率
化
を
目
的
に
、
企
業
さ

ま
向
け
の
福
利
厚
生
に
ヨ

ガ
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
展
開
も
考
え

て
い
ま
す
。

プロフィール

志
摩
市
磯
部
町
出
身　
29
歳

　
磯
部
中
学
校
か
ら
明
野
高
等
学
校
へ

進
学
。
卒
業
後
は
市
内
外
で
事
務
の
仕

事
を
し
な
が
ら
、
高
校
時
代
に
趣
味
で

始
め
た
ヨ
ガ
の
勉
強
に
励
み
、
キ
ャ
リ

ア
を
積
む
。
４
年
前
に
は
ヨ
ガ
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
バ
リ
で
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
資
格
を
取
得
。

　

２
年
前
か
ら
志
摩
市
を
拠
点
に
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
の
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
。

ｕ
ｎ
ｅ
（
ユ
ヌ
）濱は

ま

地じ 

菜な

摘つ
み 

さ
ん

屋外でレッスンをする濱地さん

くわしくはこちら↑

ホームスタジオ

どなたでもお気軽に
ご参加ください

地
方
創
生
シ
リ
ー
ズ
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vol.7

DX
ディーエックス　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
情
報

コ
ー
ナ
ー
（
正
面
入
り
口
か

ら
入
っ
て
左
側
）
で
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
請
者
に
マ
イ
ク
付
き
ヘ
ッ

ド
フ
ォ
ン
を
装
着
し
て
い
た
だ

き
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
を
通
し
て
ス

タ
ッ
フ
と
対
話
し
な
が
ら
申
請
を

行
う
た
め
申
請
方
法
が
分
か
ら
な

い
人
で
も
安
心
で
す
。
無
料
で
写

真
撮
影
も
で
き
ま
す
！
く
わ
し
く

は
Ｗウ

ェ

ブ

Ｅ
Ｂ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

志
摩
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
問
い
合
わ
せ
セ

ン
タ
ー

　

０
１
２
０・５
９・
０
０
６
２

志
摩
市
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

令
和
５
年
３
月
開
設
予
定
！

　
い
よ
い
よ
志
摩
市
で
も
開
始
し

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
登
録
す
る
こ

と
で
、
欲
し
い
情
報
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
政
手
続
き
が
可
能
と
な
り
ま

す
。ま
ず
は
、イ
ベ
ン
ト
、防
災
、

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
の
情
報
配
信
か

ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
の

で
、
開
設
さ

れ
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
お

友
達
登
録
を

し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

シリーズ SDGs未来都市

っ
て
何
？

デ
ラ
ッ
ク
ス
じ
ゃ
な
い
よ
！

ど
う
い
う
こ
と
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請

サ
ポ
ー
ト
ブ
ー
ス
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
と
は
、「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
略
称
で
、
進
化
し
た

Ⅰ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
て
、
毎
日
の
生
活
を
よ
り
便
利
に
す
る
こ
と
で
す
。

!

企業と連携して進める 地域課題解決への第一歩
　志摩市では、若年層が高い割合で事務職を希望する傾
向にある一方で求人が少なく、事務職の求人倍率が低い
傾向にあります。これにより、若年層が市内で働きたい
職場が少ないことを理由に、進学や就職を機に転出する
傾向が続いています。
　このような課題を解消するための第一歩として、志摩
市は株式会社エスプールグローカルと企業立地協定を締
結し、市内における事務職の雇用を推進しています。

ただいま正社員・契約社員募集中!!
　現在、エスプールグローカルでは、市内での事業所開設に向けてスタ
ッフを募集し、説明会や面接などを随時実施しています。 
エスプールグローカル　 0120・450・480

問い合わせ　商工課　 44・0010　 44・5262

　東証プライム上場企業である株
式会社エスプールを親会社とする
同社は、民間企業におけるB

ビーピーオー

PO
（※）事業や自治体の電話応対業務、
事務処理業務を中心とした行政サ
ービスのBPO事業を全国に展開
しています。

（※）BPO：ビジネス・プロセス・アウ
トソーシングの略。業務プロセスの
一部を外部企業に委託すること。

❽働きがいも経済成長も
　市内における事務職の雇用を創出することにより、人口の社会減抑制を
目指します。

⓱パートナーシップで目標を達成しよう
　志摩市が推進するDX（デジタルトランスフォーメーション）や市の垣根を
超えた効率的な広域行政アウトソーシングの提供という面においても、今
後の地域経済の発展につながることと考えています。

マイナポイント
申込について

マイナンバーカード
申請について

「
Ｄ
Ｘ
っ
て
何
？
デ
ラ
ッ
ク
ス
じ
ゃ
な
い
よ
！
ど
う
い

う
こ
と
？
」
は
３
月
号
を
持
ち
ま
し
て
掲
載
を
終
了
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

シ
リ
ー
ズ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
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消費者トラブルに遭わないために消費者トラブルに遭わないために
1818歳歳かからら大人大人でですす!! Vol.7

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
や
気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
を
学
び
、
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

【
例
】

・
訴
訟
最
終
警
告
と
い
う
内
容
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。
請
求
内
容
に

身
に
覚
え
は
な
い
が
、
脅
し
文
句
が
書
か
れ
て
あ
り
不
安
だ
。
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。

・
大
手
通
販
サ
イ
ト
名
で
、「
未
納
料
金

が
発
生
し
て
い
る
。
本
日
中
に
連
絡
が

な
い
場
合
は
法
的
手
段
に
移
行
す
る
。」

な
ど
と
い
っ
た
Ｓエ

ス
エ
ム
エ
ス

Ｍ
Ｓ
が
届
い
た
が
、

身
に
覚
え
が
な
い
。

【
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
】

・
架
空
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
な
ど
に
書
い
て

あ
る
電
話
番
号
に
は
決
し
て
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
自
身
で
判
断
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
送
信
元
に
大
手
通
販
サ
イ
ト
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

心
当
た
り
の
な
い
不
審
な
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
た
場
合
は
開
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

問
い
合
わ
せ

　
伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

０
５
９
６・
２
１・５
７
１
７

＊
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

１
８
８（
い
や
や
）で
も
つ
な
が
り
ま
す
。

架
空
請
求
の
ト
ラ
ブ
ル

令
和
5
年
度 

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

【
志
摩
市
奨
学
金
】　　
　

 　

提
出
書
類

①
志
摩
市
奨
学
生
願
書

②
在
学
証
明
書

③
奨
学
生
推
薦
書

④
家
庭
状
況
調
査
書

⑤
志
摩
市
奨
学
金
申
請
に
係
る
住
民
情
報
、
所
得

状
況
及
び
市
税
等
の
納
付
状
況
関
係
台
帳
閲
覧

及
び
証
明
書
取
得
の
同
意
書

⑥
所
得
課
税
証
明
書
（
⑥
は
令
和
４
年
１
月
１
日

現
在
で
志
摩
市
に
住
民
登
録
が
な
か
っ
た
世
帯

の
み
）

申
込
方
法

　
提
出
書
類
一
式
を
、
教
育
総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
書
類
は
、
教
育
総
務
課
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

選
考
結
果

　
５
月
中
旬
以
降
に
審
査
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

注
意
事
項

　
審
査
の
結
果
、
奨
学
生
と
し
て
採
用
さ
れ
た
場
合

は
、
必
ず
連
帯
保
証
人
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他

　
現
在
高
校
な
ど
で
市
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い

る
人
で
も
、
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
場
合
は
、
新
た

に
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課

　

４
４・
０
３
１
５　

４
４・５
２
６
３

対
象
と
な
る
学
校

　
大
学
（
大
学
院
は
除
く
。）、
専
門
職
大
学
、
短
期

大
学
、
専
門
職
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
の
高
等
課
程
ま
た
は
専
門
課
程
、
高
等
学
校
お

よ
び
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程

対
象
と
な
る
人

　
保
護
者
な
ど
が
市
内
在
住
で
、
学
資
負
担
が
困
難

で
あ
り
、
そ
の
属
す
る
世
帯
に
市
税
の
滞
納
が
な
い

学
生
（
滞
納
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
奨
学
生
の

対
象
者
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）。

貸
与
期
間

　
最
短
期
間
で
卒
業
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で

※
２
年
目
以
降
も
継
続
申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

貸
与
金
額

　
高
校
生
な
ど
（
月
額
２
万
円
）

　
大
学
生
な
ど
（
月
額
３
万
円
）

貸
与
月

年
４
回
貸
与
（
６
月
・
９
月
・
12
月
・
２
月
の
20

日　
※
こ
の
日
が
休
業
日
の
場
合
は
前
営
業
日
）

※
無
利
子
で
す

※
貸
与
期
間
終
了
後
１
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
返

還
が
始
ま
り
ま
す
。

申
込
期
間

　
４
月
５
日
（
水
）
～
20
日
（
木
）
17
時
15
分
ま
で

　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

18
歳
か
ら
大
人
で
す
！
・
令
和
5
年
度
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す【
志
摩
市
奨
学
金
】
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広告

日本郵便株式会社

「簡易郵便局長」募集中！

志摩市 大王町 畔名 周辺で簡易郵便局の業務を
受託していただける方を募集しています。

お問い合わせ先
東海支社 経営管理本部 経営管理部 店舗担当 簡易局・借入担当

TEL：052-446-8233
＜受付時間 月～金 9:30～17:00＞

(土日祝日、12/29～翌年1/3を除く)

詳しくは郵便局ホームページでご確認ください⇒ 「簡易郵便局」を受託しませんか 検索

Ｑ
：
共き

ょ
う
ど
う
せ
い
か
つ

同
生
活
を
始は

じ

め
た
頃こ

ろ

は
ど
ん
な
気き

持も

ち

で
し
た
か
？

Ａ
：
お
母か

あ

さ
ん
と
離は

な

れ
寂さ

み

し
か
っ
た
。
最さ

い

初し
ょ

は

よ
く
、
お
母か

あ

さ
ん
が
お
菓か

子し

を
持も

っ
て
「
て

く
て
く
」へ
来き

て
く
れ
た
。一い

っ

緒し
ょ

の
茶さ

ど
う
き
ょ
う
し
つ

道
教
室

へ
行い

っ
て
い
る
人ひ

と

も
入に

ゅ
う
き
ょ

居
し
た
。

Ｑ
：
て
く
て
く
利り

用よ
う

者し
ゃ

の
み
ん
な
と
の
生せ

い

活か
つ

は

ど
う
で
す
か
？

Ａ
：
楽た

の

し
い
。

Ｑ
：
ど
ん
な
こ
と
が
楽た

の

し
い
で
す
か
？

Ａ
：
み
ん
な
と
一い

っ

緒し
ょ

に
ご
飯は

ん

を
食た

べ
た
り
、
買か

い
物も

の

し
た
り
す
る
。
昼ち

ゅ
う
し
ょ
く
じ
っ
し
ゅ
う

食
実
習
や
間か

ん
し
ょ
く食

実じ
っ
し
ゅ
う習（

お
や
つ
作づ

く

り
）で
、
み
ん
な
で
作つ

く

り

食た

べ
る
こ
と
。

Ｑ
：
朝あ

さ

・
夕ゆ

う

の
食し

ょ
く
じ事

は
お
い
し
い
で
す
か
？

Ａ
：
お
い
し
い
。
パ
ン
大だ

い

好す

き
。

Ｑ
：
コ
ロ
ナ
禍か

で
自じ

由ゆ
う

に

外が
い
し
ゅ
つ

出
も
出で

来き

ま
せ
ん
が

何な
に

か
や
り
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
カ
ラ
オ
ケ
へ
行い

き
た

い
。「
親お

や

の
会か

い

」（
保ほ

護ご

者し
ゃ

主し
ゅ

催さ
い

の
集あ

つ

ま
り
）
の

行ぎ
ょ
う
じ事

に
参さ

ん

加か

し
た
い
。

墓は
か

参ま
い

り
に
行い

き
た
い
。

Ｑ
：
毎ま

い

日に
ち

、
頑が

ん

張ば

っ
て
事じ

ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
に
通か

よ

っ
て
い
ま

す
が
、
楽た

の

し
い
で
す
か
？

Ａ
：
楽た

の

し
い
。
み
か
ん
狩が

り
行い

く
。
ド
ラ
イ
ブ

も
す
る
。

Ｑ
：
休き

ゅ
う
じ
つ

日
は
ど
の
よ
う
に
過す

ご
し
て
い
ま
す

か
？

Ａ
：
テ
レ
ビ
を
観み

た
り
、
大だ

い

好す

き
な
氷ひ

川か
わ

き
よ

し
の
Ｃ
Ｄ
を
聴き

い
た
り
す
る
。
昼ち

ゅ
う
し
ょ
く

食
の
弁べ

ん

当と
う

や
パ
ン
を
み
ん
な
と
買か

い
に
行い

く
。
昼

ち
ゅ
う
し
ょ
く食

実じ
っ
し
ゅ
う習

の
時と

き

は
職し

ょ
く
い
ん

員
の
手て

伝つ
だ

い
を
し
て
食た

べ

る
。
み
ん
な
と
お
昼ひ

る

ご
飯は

ん

を
食た

べ
た
り
話は

な
しを

し
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲の

む
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
自じ

立り
つ

し
て
安あ

ん

全ぜ
ん

・
安あ

ん

心し
ん

に
生せ

い

活か
つ

が
で
き
る
よ

う
、
ま
た
楽た

の

し
く
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
生せ

い

活か
つ

が

送お
く

れ
る
よ
う
保ほ

護ご

者し
ゃ

や
関か

ん

係け
い

機き

関か
ん

と
連れ

ん

携け
い

を
図は

か

り
、
本ほ

ん

人に
ん

に
寄よ

り
添そ

っ
た
支し

援え
ん

を
し
て
い
き
た

い
と
思お

も

っ
て
い
ま
す
。

問と

い
合あ

わ
せ

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん 

三み

重え

済さ
い

美び

学が
く

院い
ん

共き
ょ
う
ど
う
せ
い
か
つ
え
ん
じ
ょ
じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

同
生
活
援
助
事
業
所
ポ
ケ
ッ
ト

　
阿あ

児ご

町ち
ょ
う鵜う

方が
た

４
７
７

－

２
４

　
（
ル
ー
ベ
ン
ハ
イ
ム
志し

摩ま

内な
い

）

　

４
３・７
１
０
１　

４
３・７
１
０
７

地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

課か

　

４
４・
０
２
８
３　

４
４・５
２
６
０

　
3
月が

つ

21
日に

ち

は
「
世せ

界か
い

ダ
ウ
ン
症し

ょ
うの

日ひ

」
で
す
。
今こ

ん

回か
い

は
、
ダ
ウ
ン
症し

ょ
うの

当と
う

事じ

者し
ゃ

で
、
親お

や

元も
と

を
離は

な

れ
市し

内な
い

の「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

て
く
て
く
」に
入に

ゅ
う
き
ょ

居
し
、
10
年ね

ん

目め

に
入は

い

っ
た
人ひ

と

に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
の
生せ

い

活か
つ

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

※「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 
て
く
て
く
」に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
1
月が

つ

号ご
う

の
広こ

う

報ほ
う

し
ま
を
ご
覧ら

ん

く
だ
さ
い
。

３
月が

つ

21
日に

ち

は
「
世せ

界か

い

ダ
ウ
ン
症し

ょ
う

の
日ひ

」
で
す

３
月
21
日
は「
世
界
ダ
ウ
ン
症
の
日
」で
す
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志
摩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集
!!

　
志
摩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
子
ど
も

た
ち
、
今
か
ら
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
を
団
員
と
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
団
体
活
動
を
経
験
す
る
こ
と

で
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
心
と
体
を
育
て
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
入
団
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は

各
少
年
団
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
い
た
だ
け
る
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
が
あ
る
場

合
は
各
少
年
団
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

種
目　
野
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
・
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
剣
道
・
陸
上
・
キ
ン
ボ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　

４
４・
０
３
３
９　

４
４・５
２
６
２

各少年団について
くわしくはこちらから

市
役
所

日
曜
窓
口
臨
時
開
庁
の
ご
案
内

　
市
役
所
の
窓
口
は
、
例
年
３
月
末
に
引

越
し
の
届
け
や
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
請

求
す
る
人
で
、
大
変
混
雑
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
待
ち
時
間
を
少
し
で
も
短
縮
す
る
た

め
に
、
転
入
・
転
出
・
転
居
手
続
き
や
こ

れ
に
伴
う
諸
証
明
の
発
行
な
ど
の
窓
口

を
臨
時
開
庁
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
時　
３
月
26
日
（
日
）

　
　
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

場
所　
市
役
所 

１
階（
志
摩
市
阿
児
町
鵜

方
３
０
９
８
番
地
２
２
）

（
注
）
日
曜
窓
口
臨
時
開
庁
で
は
、
他
市

町
や
関
係
機
関
に
確
認
の
必
要
が
あ
る

場
合
は
、
通
常
ど
お
り
の
手
続
き
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
平
日
に
再

度
お
越
し
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
く
わ
し
く
は
平
日
に
担
当
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
電
話
は
日
直
対
応
と
な
り
ま
す

の
で
、担
当
課
名
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

担 当 課 業 務 内 容

市民課
①番窓口
44・0210

●住民異動届（転入・転出届など）の手続き
●戸籍に関する届出（出生・婚姻・死亡届など）
●住民票の写し・戸籍関係証明書・印鑑登録証明書・税証明書（一

部）などの交付
●印鑑登録
●個人番号カードの受取（要予約）

保険年金課
④番窓口
44・0213

●国民健康保険の資格異動届の手続き
●後期高齢者医療の資格異動届の手続き
●福祉医療の資格異動届の手続き
●国民年金（加入・種別変更・転入届・免除申請など）の手続き

こども家庭課
⑧番窓口
44・0282

●児童手当届（請求、氏名・住所変更、消滅など）の手続き

※転入・転出・転居など住民異動が伴う手続きに限りますのでご了承ください。

取り扱う業務内容

志
摩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

団
員
募
集
!!
・
市
役
所
日
曜
窓
口
臨
時
開
庁
の
ご
案
内

9



　
◆
保
険
料
納
付
の
お
願
い

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
法
令
で

「
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日
」と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
う
ち
、
現
金

で
納
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
４
月
初
旬
に
４

月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
が

免
除
さ
れ
て
い
る
場
合
は
４
月
分
か
ら
６
月
分

ま
で
、
年
度
の
途
中
で
60
歳
に
な
ら
れ
る
場
合

は
60
歳
到
達
日
（
誕
生
日
の
前
日
）
の
属
す
る

月
の
前
月
分
ま
で
の
納
付
書
と
な
り
ま
す
。

　
納
付
書
で
の
お
支
払
い
の
場
合
は
、
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
の
窓
口
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、電
子
納
付（
Ｐペ

イ

ジ

ー

ａ
ｙ

－ｅ
ａ
ｓ
ｙ
）

で
納
付
期
限
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
納

付
期
限
を
過
ぎ
て
も
使
用
期
限
ま
で
は
納
付
で

き
ま
す
が
、
使
用
期
限
を
経
過
す
る
と
納
付
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
忙
し
く
て
金
融
機
関
の
窓
口
な
ど
で

支
払
う
時
間
が
な
い
場
合
は
、
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
利
用
す
る
と
、
手
間

も
か
か
ら
ず
納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
で
す
。

※
納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
な
い
と
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
給
で
き
な
い
場
合

が
あ
る
の
で
、忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
大
切
な
「
未
来
」
へ
の
情
報
、「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」を
お
届
け
し
て
い
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の

委
託
を
受
け
、
毎
年
１
回
、
誕
生
月
に
国
民
年

金
お
よ
び
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
（
被
保
険

者
）
に
、
年
金
加
入
記
録
の
確
認
や
保
険
料
納

付
の
実
績
や
将
来
の
年
金
給
付
に
関
す
る
情
報

を
分
か
り
や
す
い
形
で
お
知
ら
せ
す
る
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
誕
生
月
の
２
か
月
前
に
作
成
し
、
誕
生
月
に

国
民
年
金
お
よ
び
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者

（
被
保
険
者
）
に
届
く
よ
う
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
１
日
生
ま
れ
の
場
合
は
、
誕
生

月
の
３
か
月
前
に
作
成
し
、
誕
生
月
の
前
月
に

お
手
元
に
届
く
よ
う
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
年
金
の
受
け
取
り
に
必
要
と
な
る
加
入
期
間

を
確
保
す
る
た
め
の
節
目
と
な
る
年
齢（
35
歳
、

45
歳
）
の
人
や
、
年
金
の
請
求
を
間
近
に
控
え

た
年
齢
（
59
歳
）
の
人
に
は
、「
封
書
」
の
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。「
封

書
」
の
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
は
、
年
金
加

入
記
録
の
確
認
方
法
な
ど
を
く
わ
し
く
記
載
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
お
知
ら
せ
し
た
年
金
加

入
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
っ
た
場

合
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
「
年
金
加
入
記
録
回

答
票
」
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
人
に
は
、「
ハ
ガ
キ
」の「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
表
示
さ
れ
て
い
る

年
金
加
入
記
録
に
つ
い
て
、「
も
れ
」
や
「
誤

り
」
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
共
済
組
合
記
録
に
不
備
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
場
合
は
、
加
入
さ
れ
て
い
た
共
済
組
合

な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
汚
損
、
破
損
、
紛

失
し
た
場
合
は
再
発
行
が
で
き
ま
す
。「
ね
ん
き

ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」（

０
５
７
０・
０
５
８・５
５
５
）
に
電
話

し
て
も
ら
う
と
、
最
新
の
情
報
（
年
金
加
入
記

録
）
を
基
に
作
成
し
た
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

を
送
付
し
ま
す
。

◆
基
礎
年
金
番
号
は
年
金
手
帳
や
基
礎
年

金
番
号
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

（
日
本
年
金
機
構
が
送
付
し
た
書
類
な
ど

　
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　
年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
紛
失

し
た
場
合
に
は
、
年
金
事
務
所
で
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
を
再
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
国
民
年
金
加
入
中
の
人
は
市
役
所
で
再
発
行

の
手
続
き
は
で
き
ま
す
が
、
即
日
交
付
は
で
き

ま
せ
ん
）。厚
生
年
金
に
加
入
中
の
人
お
よ
び
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
人
は
、
勤
務
先
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
基
礎
年
金
番
号
は
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
は
お

答
え
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
月
に
一
度
、
出
張
年
金
相
談
が

　
あ
り
ま
す

　
年
金
事
務
所
へ
出
向
く
の
が
困
難
な
場
合
な

ど
、
年
金
請
求
の
手
続
き
や
受
給
し
て
い
る
年

金
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
近
く
で
済
ま
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
出
張
年
金
相
談
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
予
約
は
１
か
月
前
か
ら
年
金
事
務
所
で

受
付
が
可
能
で
す
。
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
き　
毎
月
第
２
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
10
時
か
ら
15
時

と
こ
ろ　
志
摩
市
商
工
会
館

相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、
年
金

証
書
ま
た
は
改
定
通
知
書
な
ど
日
本
年
金
機

構
が
送
付
し
た
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
書

類
・
相
談
に
行
か
れ
る
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
本
人
以
外
が
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
本
人
か

ら
の
委
任
状

※
毎
月
の
広
報
で
相
談
日
を
案
内
し
て
い
ま
す

の
で
、
日
程
な
ど
変
更
が
な
い
か
そ
の
都
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

保険年金課　　　 44・0213 44・5260
伊勢年金事務所　 0596・27・3601

知って安心！

国民年金
知
っ
て
安
心
！
国
民
年
金
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障
害
の
あ
る
人
が
自
分
で
運
転
す
る
軽
自
動
車
な
ど
や
、

障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
家
族
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
の
税

金
は
障
が
い
者
一
人
に
つ
き
一
台
に
限
り
、
要
件
を
満
た
す

場
合
は
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
普
通
車
で
減
免
を
受
け
て
い
る
場
合
は
申
請
で
き
ま
せ
ん

１
．
対
象

①
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、
手
帳
を
取
得
し
て
お
り
、
減

免
基
準
に
該
当
す
る
。

②
車
検
証
記
載
の
所
有
者
・
使
用
者
が
障
が
い
者
本
人

※
障
が
い
者
が
18
歳
未
満
、
精
神
障
が
い
・
知
的
障
が
い
の

場
合
は
、
生
計
を
共
に
す
る
人
が
所
有
者
で
も
可
。

２
．
受
付
期
間

　
４
月
３
日
（
月
）
～
５
月
24
日
（
水
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

３
．
受
付
場
所

　
本
庁
２
階
⑩
課
税
課
・
各
支
所

　
※
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

４
．
減
免
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
車
検
証

②
運
転
す
る
人
の
免
許
証

③
各
種
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
）

④
車
両
の
所
有
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

※
令
和
４
年
度
に
減
免
を
受
け
た
人
に
は
、
課
税
課
か
ら
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
毎
年
４
月
１

日
に
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
す
る
人
に
か
か

り
ま
す
。
月
割
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
廃
車
・
名
義
変
更
な
ど
に
よ
り
軽
自
動
車

な
ど
を
所
有
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
４
月

１
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免

問
い
合
わ
せ　
課
税
課　

４
４・
０
２
１
１　

４
４・５
２
６
１

精
神
障
害

知
的
障
害

肝
臓
機
能
障
害

内
部
障
害

移
動
機
能
障
害

体
幹
機
能
障
害

下
肢
機
能
障
害

上
肢
機
能
障
害

喉
頭
摘
出
に
よ
る

音
声
機
能
障
害

平
衡
機
能
障

聴
覚
障
害

視
覚
障
害
障
害
名

１
級

Ａ
１
・
Ａ
２

１
級
～
３
級

１
級
～
３
級

１
級
～
６
級

１
級
～
５
級

１
級
～
６
級１
級
・
２
級

３
級

２
級
・
３
級

１
級
～
４
級

本
人
運
転

１
級
～
３
級

１
級
～
３
級

１
級
～
３
級

家
族
・
介
護
者
運
転

●
軽
自
動
車
税
の
減
免
基
準

車両の種類 手続き場所・問い合わせ

原動機付自転車(125㏄まで)
小型特殊自動車

課税課　 44・0211
各支所

普通自動車
軽二輪（126cc～250ccまで）
自動二輪（251cc以上）

三重運輸支局
050・5540・2055

三重運輸支局 検索

四輪の軽自動車 軽自動車検査協会
050・3816・1779

自動車税 県自動車税事務所
059・253・8057

軽
自
動
車
・

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の

廃
車
・
名
義
変
更
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

身
体
障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免
・
軽
自
動
車・原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の
廃
車・名
義
変
更
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
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４
年
に
一
度
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
け
る
三

重
県
議
会
議
員
選
挙
（
任
期
４
月
29
日
）
が
４

月
９
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
時
間
は

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

投
票
で
き
る
人

　
投
票
が
で
き
る
の
は
、
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　

平
成
17
年
４
月
10
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
、
令
和
４
年
12
月
30
日
ま
で
に
住
民
票
が
作

成
さ
れ
る
か
、
転
入
の
届
出
を
行
い
、
引
き
続

き
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
が
該
当
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、県
内
の
他
市
町
へ
転
出
し
た
人（
さ

ら
に
他
市
町
へ
再
転
出
し
た
人
を
除
く
）
で
、

転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る

間
は
、
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
（
転
出
先
ま
た
は
転
出
元
の
市
町
長
が

交
付
し
た
も
の
）
を
提
示
、
ま
た
は
引
き
続
き

三
重
県
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
志
摩
市
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
投
票
日
ま
で
に
県
外
に
転
出
し
た
人

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

期
日
前
投
票

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
投
票

日
当
日
の
混
雑
を
さ
け
る
人
、
仕
事
の
都
合
や

旅
行
な
ど
で
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券
裏
面
の
「
期
日
前
投
票
宣
誓

書
」
に
あ
ら
か
じ
め
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
日
前
投
票
は
お
住

ま
い
の
地
域
に
関
係
な
く
ど
こ
の
期
日
前
投
票

所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

　
選
挙
期
間
中
、
仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
体

に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
は
郵
便
に
よ
り
投

票
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
で
転
居
し
た
人

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
令

和
５
年
３
月
11
日
以
降
に
市
内
で
転
居
届
を
し

た
人
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
転
居
前

の
投
票
区
で
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

　
入
場
券
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
、
世
帯
ご
と
に
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

３
月
24
日
頃
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
入
場
券
が

届
い
た
ら
必
ず
内
容
を
確
認
し
、
投
票
の
際
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
紛
失
し
た
り
何
ら
か
の
事
情
で
届

か
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

「
投
票
所
一
覧
」の
表
か
ら
投
票
所
を
ご
確
認
の

上
、
投
票
所
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

宣
誓
書
の
変
更

　
今
回
の
選
挙
か
ら
期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在

者
投
票
の
宣
誓
書
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
主
な
変
更
点
に
つ
い
て
は
、
期
日
前
投
票
お

よ
び
不
在
者
投
票
に
該
当
す
る
事
由
の
特
定
が

不
要
と
な
り
ま
す
。

期日前投票所と期日前投票期間
投票所 県議会議員選挙

市役所本庁 ４月１日（土）～４月８日（土）
８時30分～20時

浜島生涯学習センター

４月３日（月）～４月８日（土）
８時30分～20時

市役所大王支所

市役所志摩支所

市役所磯部支所
※期日前投票は、お住まいの地域に関係なく上記のどこの投票所でも投票

できます。

三
重
県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
は 

４
月
９
日（
日
）
７
時
～
18
時

※
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
宣
誓
書
が
変
わ
り
ま
す
。

三
重
県
議
会
議
員
選
挙

12



選
挙
支
援
カ
ー
ド

　
「
選
挙
支
援
カ
ー
ド
」
は
、
代だ

い
り
と
う
ひ
ょ
う

理
投
票
（
病

気
や
ケ
ガ
な
ど
で
文
字
を
書
く
こ
と
が
難
し
い

人
が
、
代
わ
り
に
文
字
を
書
い
て
も
ら
い
投
票

を
行
う
制
度
。）や
、
そ
の
ほ
か
の
支
援
が
必
要

な
方
が
、
係
員
に
口
頭
で
伝
え
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
な
ど
に
ご
使
用
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

カ
ー
ド
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
て
い

た
だ
く
か
期
日
前
投
票
所
お
よ
び
各
投
票
所
に

設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　
選
挙
公
報
は
、
４
月
５
日
頃
の
朝
刊
に
新
聞

折
込
み
し
て
配
達
さ
れ
ま
す
。

　
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
各
支
所

な
ど
に
備
え
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
郵

送
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
票

　
４
月
９
日
（
日
）　
午
後
８
時
か
ら

　
阿
児
ア
リ
ー
ナ
・
オ
ー
シ
ャ
ン
ホ
ー
ル

　
問
い
合
わ
せ

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　
　

４
４・
０
２
０
１

　
　

４
４・５
２
５
２

地区名 投票区名 施       設      名 住　　　　所

浜島町

浜島第一投票区 浜島生涯学習センター 浜島町浜島755番地
浜島第二投票区 浜島コミュニティセンター養心館 浜島町浜島3563番地2
南張投票区 南張生涯学習センター 浜島町南張1614番地1
桧山路投票区 桧山路生涯学習センター 浜島町桧山路96番地2
塩屋投票区 塩屋生涯学習センター 浜島町塩屋200番地
迫子投票区 迫子地区公民館 浜島町迫子53番地
大崎投票区 迫子コミュニティセンター大崎会館 浜島町迫子2594番地10

大王町
波切投票区 大王小学校体育館 大王町波切877番地3
船越投票区 船越地区公民館 大王町船越133番地40
名田投票区 名田地区公民館 大王町名田179番地
畔名投票区 畔名コミュニティセンター 大王町畔名461番地1

志摩町

片田投票区 片田共同福祉施設 志摩町片田2344番地2
布施田投票区 布施田コミュニティセンター 志摩町布施田876番地
和具投票区 志摩小学校体育館 志摩町和具314番地1
間崎投票区 間崎島開発総合センター 志摩町和具4212番地1
越賀投票区 越賀地区多目的集会施設 志摩町越賀1726番地
御座投票区 御座コミュニティセンター 志摩町御座701番地1

阿児町

鵜方第一投票区 鵜方公民館　 阿児町鵜方1975番地
鵜方第二投票区 鵜方放課後児童クラブ 阿児町鵜方1404番地3
神明投票区 神明地区公民館 阿児町神明6番地
立神投票区 立神ふれあいセンター 阿児町立神2056番地
志島投票区 旧志島保育所 阿児町志島831番地11
甲賀投票区 甲賀地区公民館 阿児町甲賀4647番地1
国府投票区 旧国府小学校 阿児町国府2426番地
安乗投票区 安乗漁民センター 阿児町安乗1070番地

磯部町

五知投票区 五知集落センター 磯部町五知253番地
山田投票区 山田コミュニティセンター 磯部町山田293番地
上之郷投票区 上之郷公民館 磯部町上之郷437番地
下之郷投票区 下之郷共同作業所 磯部町下之郷1247番地
飯浜投票区 飯浜集落センター 磯部町飯浜307番地1
恵利原投票区 恵利原福祉センター 磯部町恵利原1820番地
川辺投票区 川辺コミュニティセンター 磯部町迫間13番地1
迫間第一投票区 迫間第一多目的集会所 磯部町迫間714.716.717番地
迫間第二投票区 迫間文化会館 磯部町迫間526番地1
築地投票区 築地集落センター 磯部町築地599番地
山原投票区 山原集会所 磯部町山原240番地
夏草投票区 夏草公民館 磯部町山原794番地
穴川投票区 穴川公民館 磯部町穴川1503番地1
坂崎投票区 坂崎区民センター 磯部町坂崎481番地1
三ケ所投票区 三ケ所区民センター 磯部町三ケ所403番地
渡鹿野投票区 渡鹿野島開発総合センター 磯部町渡鹿野444番地2
的矢投票区 的矢老人憩の家 磯部町的矢654番地

投
票
所
一
覧

三
重
県
議
会
議
員
選
挙
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犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

　
犬
を
飼
う
場
合
に
は
、「
狂
犬
病
予
防
法
」に
よ
り
、
生
涯
に
１
回
の

飼
い
犬
の
登
録
と
、
１
年
に
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
違
反
者
は
、
法
律
に
よ
り
罰
則
（
20
万
円
以
下

の
罰
金
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
必
ず
犬
の

登
録
と
予
防
注
射
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
登
録

　
環
境
・
ご
み
対
策
課
ま
た
は
各
支
所
、
市
内
の
動
物
病
院
で
登
録
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
登
録
手
数
料（
３
，０
０
０
円
）を
添
え
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
時
に
鑑か

ん

札さ
つ

を
渡
し
ま
す
の
で
、
必
ず

首
輪
な
ど
に
付
け
て
、
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
（
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
り
保
護
さ
れ
た
際
に
、
鑑
札
の
登
録

番
号
か
ら
飼
い
主
が
分
か
り
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

　
な
お
、
犬
の
飼
い
主
ま
た
は
所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き
や
、
犬
が
死

亡
し
た
と
き
は
、
改
め
て
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
環
境
・
ご
み

対
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
注
射
会
場
で
は

　
予
防
注
射
の
会
場
で
ス
ム
ー
ズ
に
注
射
を
受
け
て

い
た
だ
く
た
め
に
、次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
市
役
所
か
ら
の
ハ
ガ
キ
（
問
診
票
）
と
、
注
射
料

金
を
お
つ
り
の
い
ら
な
い
よ
う
に
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

・
会
場
へ
は
、
綱
な
ど
で
つ
な
い
だ
犬
を
制
御
で
き

る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
各
自
、
フ
ン
尿
処
理
の
で
き
る
も
の
を
必
ず
ご
用

意
い
た
だ
き
、
周
り
の
人
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ

う
、
フ
ン
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

・
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
、
注
射
と
登
録
を
同
時

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
注
射
料
金
と
登

録
手
数
料
を
併
せ
て
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
　
注
射
料
金　
　
　
　
　
　
　
　
３
，４
０
０
円

　
　
同
時
に
登
録
も
さ
れ
る
場
合　
６
，４
０
０
円

※
注
射
後
に
令
和
５
年
度
の
注
射
済
票
を
お
渡
し
し

ま
す
。
同
時
に
登
録
も
さ
れ
た
場
合
は
、
鑑
札
も

一
緒
に
お
渡
し
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
注
意
事
項

・
会
場
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
周
囲
の
人
と
の
間
隔
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。（
２
ｍ

程
度
）

・
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
集
合
注
射
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
中
止
の
場
合
は
予
防
接
種
通
知

書
（
は
が
き
）
で
改
め
て
予
防
接
種
に
つ
い
て
ご

案
内
し
ま
す
。

◆
フ
ン
の
後
始
末
に
つ
い
て

　
市
に
は
、
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
犬
に
関
し
て
は
散
歩
中

の
フ
ン
の
後
始
末
を
き
ち
ん
と
行
わ
な
い
飼
い
主
に

関
し
て
の
苦
情
・
相
談
が
多
い
状
況
で
す
。
犬
に
限

ら
ず
、
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
尿
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
散
歩
の
際
は
ト
イ
レ
グ
ッ
ズ
を
用
意
し
、

き
ち
ん
と
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

問
い
合
わ
せ

　
環
境
・
ご
み
対
策
課

　

４
４・
０
２
２
８　

４
４・５
２
６
０

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
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広告

令和５年度 志摩市狂犬病予防注射日程表
実施日 注射場所 時　　間

４月４日（火）

五知集落センター ９時～９時５分
山田区事務所 ９時20分～９時25分
江月院前（飯浜） ９時40分～９時45分
的矢駐車場 10時～10時10分
三ケ所区民センター 10時30分～10時35分
坂崎区民センター 10時50分～10時55分
農業就業改善センター 11時10分～11時25分
迫間文化会館 11時35分～11時40分

４月５日（水）

大王支所 ９時～９時10分
船越地区公民館 ９時25分～９時35分
片田共同福祉施設 ９時50分～10時５分
布施田コミュニティセンター 10時20分～10時30分
志摩支所 10時40分～11時５分
越賀地区多目的集会施設 11時20分～11時35分
御座コミュニティセンター 11時50分～11時55分

４月６日（木）

迫子コミュニティセンター大崎会館 ９時～９時10分
迫子地区公民館 ９時25分～９時30分
塩屋生涯学習センター ９時45分～９時50分
浜島コミュニティセンター養心館 10時５分～10時10分
旧浜島支所 跡地 10時20分～10時35分
南張生涯学習センター 10時50分～10時55分
桧山路生涯学習センター 11時10分～11時15分
夏草公民館 11時30分～11時40分
築地集落センター 11時50分～12時５分

４月７日（金）

鵜方公民館 ９時～９時40分
神明公民館 ９時55分～10時５分
立神ふれあいセンター 10時20分～10時30分
畔名コミュニティセンター 10時45分～10時55分
旧志島保育所横 11時10分～11時15分
甲賀地区公民館 11時25分～11時40分
国府地区公民館 13時～13時15分
安乗漁民センター 13時25分～13時30分
渡鹿野島開発総合センター 14時～14時５分

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
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志摩市地域包括支援センター（担当地区：阿児・大王・志摩）	 44・0284  44・5260
浜島・磯部地域包括支援センター（担当地区：浜島・磯部）	 68・2211  68・7755

地域包括支援センターかわら版
地域包括支援センターは

高齢者の暮らしを総合的にサポートします!!

問い合わせ　志摩市民病院  72・5555  72・3949

志摩市民病院だより
日
時　
３
月
25
日
（
土
）
10
時
20
分
～
12
時
（
10
時
か
ら
受
付
開
始
）

場
所　
大
王
公
民
館

対
象　
睡
眠
が
と
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
人

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

講
座
内
容　
睡
眠
の
大
切
さ
と
快
適
な
眠
り
の
方
法
を
分
か
り
や
す
く
、
志
摩
市
民

病
院
で
睡
眠
相
談
を
行
っ
て
い
る
宮
崎
先
生
と
大
王
町
出
身
で
睡
眠
研
究
者
の
林
先

生
が
教
え
ま
す
。

※
お
越
し
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
ス
ッ
キ
リ
眠
れ
る
快
眠
法
伝
授
！
」の

開
催
に
つ
い
て

講
師
紹
介

座

志
摩
市
民
病
院
市
民
講

中
部
大
学
特
任
教
授
、
日
本
睡
眠
教
育
機
構
理
事
長　

宮み
や

崎ざ
き 

総そ
う

一い
ち

郎ろ
う 

先
生

２
０
０
４
年

－

２
０
１
６
年
、
わ
が
国
で
初
め
て
開
設
さ
れ
た
、
滋
賀
医
科
大
学
睡

眠
学
講
座
を
担
当
。
２
０
１
６
年
～ 

中
部
大
学
で
「
睡
眠
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

認
知
症
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
中
。
現
在
、
睡
眠
健
康
指
導
士
の
育
成
、

不
眠
や
過
眠
、
睡
眠
時
無
呼
吸
な
ど
の
睡
眠
障
害
医
療
、
睡
眠
と
認
知
症
予
防
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
学
内
外
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
教
授 

日
本
睡
眠
学
会
理
事　

林は
や
し

　
光み

つ

緖お 

先
生

三
重
県
志
摩
市
出
身
。
１
９
９
１
年
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
、
学
術
博

士
。
日
中
の
眠
気
と
仮
眠
の
効
果
に
関
す
る
研
究
や
、
睡
眠
習
慣
と
睡
眠
衛
生
に

関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
教
養
教
育
科
目
「
睡
眠
の
科
学
」
を
担
当
し
、
講

義
や
講
演
を
通
し
て
睡
眠
に
関
す
る
知
識
の
普
及
活
動
を
行
い
、
睡
眠
に
関
す
る

正
し
い
環
境
と
生
活
習
慣
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
人
材
養
成
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　志摩高校漫画・文芸研究部には、2018年４月から５年間、地域包括支援セン
ターかわら版で４コマ漫画を描いていただいていましたが、今月で終了すること
になりました。最後に、生徒の皆さんと顧問の先生にコメントをいただきました！
　志摩高校漫画・文芸研究部の皆さん、どうもありがとうございました！

ありがとう　志摩高校 漫画・文芸研究部

志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
わ
ら
版
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資
源
と
ご
み
通
信

プ
ラ
製
品
の

分
け
方
・
出
し
方
に
つ
い
て

　
今
月
は
、
間
違
い
の
多
い
「
プ
ラ
製
品
」
の
分
け
方
・
出
し
方
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
訂
正
】
広
報
し
ま
２
月
号
に
資
源
と
ご
み
通
信
で
掲
載
し
ま
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
締
切
が
２
月
28
日
（
火
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
締
切
を
３
月
15

日
（
水
）
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　
環
境
・
ご
み
対
策
課
（
阿
児
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

４
３・７
９
４
０　

４
３・７
９
４
１

　
　

kankyogom
itaisaku@

city.shim
a.lg.jp

　
突
然
で
す
が
、
こ

れ
っ
て
何
か
、
分
か

り
ま
す
か
？

　
初
め
て
こ
れ
を
見

た
時
の
感
想
は
「
で

っ
か
。
な
ん
じ
ゃ
、

こ
り
ゃ
？
」で
し
た
。

と
り
あ
え
ず
、
大
き

な
機
械
？
で
す
よ

ね
。
で
は
、
何
の
機

械
で
し
ょ
う
か
？

　
ち
ょ
っ
と
考
え
て

思
っ
た
こ
と
は
「
タ

イ
ガ
ー
モ
ス
号
に
、
こ
ん
な

ん
な
か
っ
た
っ
け
？
」。
タ

イ
ガ
ー
モ
ス
号
は
映
画
『
天

空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
』
に
登
場

す
る
飛
行
船
。「
ド
ー
ラ
！

エ
ン
ジ
ン
が
燃
え
ち
ゃ
う

よ
！
」「
泣
き
言
な
ん
か
、

聞
き
た
か
な
い
ね
。
な
ん
と

か
し
な
」
っ
て
時
の
や
つ
。

ん
？
エ
ン
ジ
ン
…
か
な
？

　
そ
う
、
エ
ン
ジ
ン
な
ん
で

す
が
、
こ
こ
は
水
産
高
校
。

正
解
は
「
船
の
エ
ン
ジ
ン
」

で
す
。
昭
和
38
年
に
伊
勢
市

の
松
井
鉄
工
所
で
造
ら
れ
た

船
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
。
全
長
４・
１
３
８
ｍ
、

全
幅
１・
３
３
１
ｍ
、
全
高

２・
０
８
３
ｍ
、
重
量
９・
３

ｔ
。
水
産
高
校
機
関
実
習
棟

の
奥
に
、
ど
ん
！
と
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
昭
和
38
年
と
い

え
ば
、
今
か
ら
60
年
前
。
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
た
水

産
高
校
の
歴
史
の
ち
ょ
う
ど
半
分
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

エ
ン
ジ
ン
は
展
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
今
も
現
役
で
、

機
関
コ
ー
ス
、
水
産
工
学
コ
ー
ス
、
機
関
専
攻
科
の
生
徒

が
日
々
の
授
業
や
実
習
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
代
々
の
先

輩
方
が
大
切
に
点
検
・
整
備
を
し
な
が
ら
、
長
き
に
わ
た

り
水
産
高
校
生
を
鍛
え
、
育
て
、
そ
の
成
長
を
見
守
っ
て

き
た
Ｍ

マ

ツ

イ

Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｉ 

Ｄデ

ィ

ー

ゼ

ル

Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｌ 

Ｅエ

ン

ジ

ン

Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
。

い
ろ
ん
な
こ
と
が
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
わ
っ
て
い
く
昨

今
、
60
年
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
堂
々
と
し
た
姿
を
見
て
い

る
と
、
伝
統
の
重
み
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
５
月
26
日
、
三み

重え

県け
ん

志し

摩ま

郡ぐ
ん

和わ

具ぐ

村む
ら

外ほ
か

三さ
ん

ヶか

村そ
ん

組く
み

合あ
い

立り
つ

崎さ
き

島し
ま

水す
い

産さ
ん

補ほ
し
ゅ
う習
学が

っ

校こ
う

の
開
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
２
０
年
。
１
万
人
を
超

え
る
若
者
が
和
具
の
地
で
学
び
、
卒
業
後
、
地
元
の
志
摩

は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活
躍
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
、
多
く
の
先
輩
方
が
築
き
上

げ
て
く
だ
さ
っ
た
伝
統
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
次
の
世
代

へ
と
引
き
継
い
で
い

く
使
命
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
１
５

０
周
年
、
そ
し
て
２

０
０
周
年
と
、
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｉ 

Ｄ
Ｉ
Ｅ

Ｓ
Ｅ
Ｌ 

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
よ
う
に
、
い

つ
ま
で
も
未
来
あ
る

若
者
の
学
び
・
成
長

を
見
守
り
、
と
も
に

歩
む
水
産
高
校
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

引

き

継

が

る

統

れ

伝

水産高校コラム

例
：
ト
レ
イ
類
、
ボ
ト
ル
類
、
ふ
た
、
キ
ャ
ッ
プ

類
、
ネ
ッ
ト
類
、
カ
ッ
プ
、
パ
ッ
ク
類
、
ポ

リ
袋
（
商
品
の
入
っ
て
い
た
も
の
）

➡
資
源
の「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

と
し
て
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
も
の
が

対
象
で
す
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

例
：
ポ
リ
バ
ケ
ツ
、
お
も
ち
ゃ
、
か
ご
、
洗
面
器

な
ど

➡
「
も
や
せ
る
ご
み
」
と
し
て
集
積
所
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
プ
ラ
製
品

1902年の崎島水産補習学校

水
産
高
校
コ
ラ
ム
・
資
源
と
ご
み
通
信
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志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　
田た

畑ば
た 

好よ
し

基き

シ
リ
ー
ズ

第
129
回

医
療・
福
祉・
介
護
の
現
場
か
ら

　
私
が
保
健
所
で
働
い
て
い
た
と
き
は
「
病
気
の
予
防
」
が
重
要
な
仕
事
で
し
た
。

　
当
時
の
情
報
で
、
あ
る
県
あ
る
市
の
市
民
病
院
長
が
病
気
予
防
に
非
常
に
熱
心
で
成
功
し
た
と

聞
き
ま
し
た
。
成
功
に
よ
り
、
市
民
の
病
気
が
少
な
く
な
り
元
気
な
人
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
病

院
を
受
診
す
る
患
者
が
以
前
よ
り
少
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
病
院
が
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ

う
で
す
。

　
そ
の
た
め
市
議
会
か
ら
は
赤
字
を
非
難
さ
れ
、
私
た
ち
が
尊
敬
し
て
い
た
院
長
の
評
価
は
よ
く

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
病
院
の
運
営
は
難
し
い
で
す
ね
。

　
そ
の
よ
う
な
面
は
介
護
の
業
界
に
も
あ
り
、
介
護
予
防
が
成
功
し
て
要
介
護
者
が
減
少
す
る
と

施
設
や
事
業
の
継
続
や
充
実
が
む
つ
か
し
く
な
る
わ
け
で
す
。

　
例
え
ば
志
摩
市
の
介
護
予
防
が
大
成
功
し
て
要
介
護
の
人
が
奇
跡
的
に
い
な
く
な
っ
た
り
し
た

ら
、
志
摩
の
里
は
不
要
と
な
る
の
で
す
。

　
病
気
や
介
護
の
予
防
に
成
功
し
て
も
報
酬
が
な
い
の
が
日
本
で
す
が
、
報
酬
が
あ
る
よ
う
な
制

度
も
実
現
不
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
的
な
考
え
と
し
て
は
、
病
気
や
介
護
の
予
防
は
、
自
主
的
あ
る
い
は
家
族
や
友
人
と
一
緒
に

努
力
す
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
力
に
な
っ
て
く
れ
る
の
は
、
公
的
機
関
で
あ
る
志
摩
市
保
健

セ
ン
タ
ー
が
主
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
若
い
人
、
す
で
に
高
齢
の
方
も
少
し
で
も
元
気
で
い
続
け
る
た
め
に
は
、
自
分
で
病
気
や

介
護
の
予
防
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

大お
お

山や
ま　
公き

み

久ひ
さ

　
皆
さ
ん
は
３
月
と
い
う
と
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

　
私
は
、
事
務
職
と
い
う
仕
事
柄
「
年
度
末
」
や
「
期
末
」
と
い
う
年
度
の

最
後
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
３
月
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
古
代
ロ
ー
マ
の
暦
で
は
、
３
月
は
「
年

の
最
初
の
月
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
３
月
は
比
較
的
気
候
も
穏
や

か
で
４
月
の
草
木
が
芽
吹
く
月
に
向
け
て
、
農
作
業
を
始
め
る
月
で
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
せ
っ
か
く
な
の
で
、
皆
さ
ん
も
「
何
か
を
始
め
る
準
備
」
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
私
は
お
正
月
で
激
増
し
た
体
重
を
減
ら
す
べ
く
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
１
月
か
ら
徒
歩
通
勤
を
始
め
ま
し
た
。
徒
歩
通
勤
は
運
動
に
も
な
り
、
車

を
使
わ
な
い
の
で
排
気
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
Ｃシ

ー
オ
ー
ツ
ー

Ｏ
２
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

更
に
、
ガ
ソ
リ
ン
代
が
減
る
の
で
お
財
布
に
も
優
し
い
で
す
。（
本
当
は

こ
れ
が
一
番
の
目
的
で
す
が
）

　
皆
さ
ん
も
「
新
年
度
か
ら
始
め
る
」
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
向
け
て
の
準

備
期
間
、
ま
た
は
、
本
格
的
に
始
め
る
前
の
軽
い
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と

し
て
、
何
か
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー　
事
務
部

セ
ン
タ
ー
長
だ
よ
り

医
療
と
介
護
の
む
つ
か
し
い
と
こ
ろ

　
１
２
９
回
に
わ
た
っ
て
お
送
り
し
て
き
た
「
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら
」
で
す
が
、
３

月
号
を
持
ち
ま
し
て
終
了
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

　

４
月
か
ら
は
志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
長　
田
畑
さ
ん
、
志
摩
の
里 

介
護
看
護
部
長
兼

研
修
室
長　
原は
ら
ぐ
ち口

さ
ん
が
Ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ 

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
で
登
場
予
定
で
す
！

　
お
楽
し
み
に
！

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら
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志
摩
市
で
活
躍
す
る
市
職
員
の
皆
さ
ん
が

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
コ
ラ
ム
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
「
新
し
い
価
値
観
」
の
中
で
、
感

染
症
対
策
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
は
「
自
慢
で
き
る
新
し
い
志
摩
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、
変
化

す
る
自
然
環
境
や
、
社
会
情
勢
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
第
２
次
志
摩
市
総
合

計
画
を
着
実
に
推
進
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
充
実
強
化

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
主
眼
を
置
き
事
業
を
展
開

し
て
き
た
の
は
「
防
災
・
減
災
対
策
の
加
速
」「
地
域
産
業
の
復
活
」「
子
育
て

環
境
の
充
実
」
で
す
。

　
そ
し
て
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
実
施
に
お
い
て
必
要
に
な
る
財
源

確
保
に
向
け
期
待
を
寄
せ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
は
、
令
和
３
年
度
の

歳
入
は
１
年
間
で
約
６
億
2
千
万
円
で
し
た
が
、
令
和
４
年
度
は
令
和
５
年
１

月
末
現
在
で
約
７
億
円
ま
で
達
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
志
摩
市
で
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
が
始
ま
っ
て
以
来
２
番
目
の
歳
入
金
額
と
な
っ
て
お
り
、
３
月
末

ま
で
上
乗
せ
が
期
待
で
き
る
見
込
み
で
す
。
引
き
続
き
掲
げ
て
い
る
「
子
や
孫

の
世
代
に
自
慢
で
き
る
新
し
い
志
摩
市
」
の
実
現
に
向
け
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
、
必
要
な
財
源
を
確
保
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

　
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
子
や
孫
の
世
代
へ
「
自
慢
で
き
る
新
し
い
志
摩

市
」
と
い
う
贈
り
物
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
志
摩
市
政
を
推

し
進
め
て
い
く
、
そ
れ
が
私
の
変
わ
ら
ぬ
使
命
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
慢
で
き
る
新
し
い
志
摩
市 

⑫

市
長
コ
ラ
ム

vol.28

志
摩
市
長
　
橋は
し
爪づ
め

　
政ま
さ
吉よ
し

自
慢
で
き
る

　
　
志
摩
市
を
創
る

タイ人の外食文化
タイ人は平均として、１日２回外食
する
　初めまして、タイから来た国際交流員のジ
ッラダー（バナナ）です。志摩市役所人権市
民協働課で勤務しています。よろしくお願い
します。
　今日はタイの外食文化を紹介します。
2017年の調査によって、タイ人は１ヶ月56
回外食することが分かりました。自分も一人
暮らしを始めたとき、朝・昼・晩の３食を外
で食べていました。なぜかというと、屋台や
お店は安いので毎日食べられるからです。色
んな食べ物も売っていて、自分で作る必要が
ないとされました。

　最初、「なぜ日
本人は毎日自炊す
るんでしょう」と
気になりました。
今、少し答えがわ
かりました。外食

は高いからだと思います。自炊したら安いし
食べたいものを選べるのでいいですね。
　そのほかに、日本のアパートはどんなに狭
くてもキッチンが付いています。タイの狭い
アパートはキッチンがないことが多いです。
これもタイ人の外食文化でできた部屋ではな
いかと私は勝手に思います。
　ちなみに、４月はタイのお正月です。世界
的に知られている「ソンクラーン祭り」とい
う水かけ祭りが行われ、敬意を込めて新しい
年の挨拶をするために街で会う人、お坊さん、
仏像などに水をかけます。今年の４月３日～
14日に志摩市役所１階ではタイ文化ふれあ
いコーナーを設置予定です。仏像に水をかけ
ることができますので、この機会にタイ文化
に触れてみませんか？それではコブクンカー。

今回の担当は
国際交流員の

ジッラダーさんです!

市
長
コ
ラ
ム
・
Ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ 

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
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すくすくランド

じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
217

3月の子育て支援事業のご案内
浜島子育て支援センター　 53・1220

事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

９時～12時
13時～16時

子育てサロン ９時～12時
13時～15時

子育て支援センター わくわくの森　 44・1117
事　業 と　　き

センター開放 毎週月～金 ９時～14時育児相談

志摩子育て支援センター　 85・0940
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

９時～12時
13時～16時

子育てサロン ９時～12時
13時～15時

磯部子育て支援センター　 55・1741
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時
13時～16時

子育てサロン 9時～12時
13時～15時

※いずれの事業も開催日が祝日の場合はお休みです。

事　　業 と　　　き と　こ　ろ

子育てサークル
わらじっこ 毎週金曜 ９時30分

～11時
大王公民館

72・2468

園庭開放

毎週水曜 ９時30分
～11時

浜島幼保園
53・1220

毎週月～木 ９時30分
～11時30分

大王幼保園
（大王保育所）

72・0529

毎週月～金 ９時30分
～11時

志摩幼保園
85・3217

８日（水） ９時30分
～11時

鵜方保育所
43・0156

15日（水） ９時30分
～11時

立神保育所
45・2704

３月はお休みです。 えがお志摩保育園
45・8600

２日（木） ９時30分
～11時

磯部幼保園
55・2347

23日（木） ９時30分
～11時

ひまわり保育所
55・0177

９日（木） ９時30分
～11時

ひのでが丘保育所
55・0577

※新型コロナウイルスの
影響で中止になること
があります。

い
の
あ
る
弟
の
こ
と
を
考
え
た
。
弟
は
行
動

力
が
あ
っ
て
自
分
は
元
気
を
も
ら
っ
て
い

る
。」「
祖
父
が
病
気
で
言
葉
を
発
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
一
緒
に
い
る
こ
と

で
何
が
言
い
た
い
の
か
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。」「
外
国
人
に
対
す
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
、
自
分
に
と
っ
て
近
い
問
題
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
も
っ
と
学
習

し
て
い
き
た
い
。」な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
各
校
の
人
権
学
習
で
学
ん
だ

こ
と
や
自
分
を
振
り
返
っ
た
こ
と
な
ど
を
出

し
合
う
こ
と
で
、
市
内
の
中
学
生
が
よ
り
深

く
学
ぶ
場
に
な
り
ま
し
た
。

「
し
ま
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

中
学
校
の
部
よ
り

　
12
月
２
日
に
「
し
ま
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ォ

ー
ラ
ム
」中
学
校
の
部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
志
摩
市
の
中
学
生
約
１
７
０
人
が

阿
児
ア
リ
ー
ナ
に
集
ま
り
対
面
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
浜
島
中
の
山や

ま

本も
と

政ま
さ

虎と
ら

さ
ん
と
山や

ま
も
と本

正ま
さ

龍た
つ

さ
ん
、
磯
部
中
学

校
の
西に

し

井い

友と
も

喜き

さ
ん
の
３
人
が
自
分
の
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
振
り
返
り
、
み
ん
な
に
考
え

て
ほ
し
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

政
虎
さ
ん
は
、「
双
子
の
兄
と
様
々
な
困

難
を
乗
り
越
え
仲
間
と
と
も
に
障
が
い
者
差

別
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
こ
と
、
住
み
な
れ

た
浜
島
か
ら
出
る
こ
と
で
知
っ
た
厳
し
さ
や

浜
島
町
の
人
の
あ
た
た
か
さ
」
な
ど
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。正
龍
さ
ん
は
、「
双
子
の

弟
と
過
ご
す
中
で
大
人
の
対
応
に
疑
問
を
感

じ
た
こ
と
、
共
に
過
ご
し
て
き
た
仲
間
の
姿

か
ら
障
が
い
者
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
」
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
磯
部

中
学
校
の
友
喜
さ
ん
は
、「
外
国
人
に
対
す

る
差
別
が
あ
る
現
実
を
仲
間
と
と
も
に
考
え

る
事
に
よ
っ
て
自
分
の
課
題
と
向
き
合
え
た

こ
と
、
自
分
の
こ
と
を
話
す
こ
と
で
本
当
の

つ
な
が
り
が
実
感
で
き
た
こ
と
」
な
ど
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
作
文
を
聴
い
て
障
が

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課　

４
４・
０
３
３
６ 

４
４・５
２
６
３

す
く
す
く
ラ
ン
ド
・
じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
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日 月 火 水 木 金 土

▲ ●
▲ ●
▲ ●
▲ ● ■

　志摩の海女漁の技術とその文化を紹介しています。
　海女は、平城京で出土した木簡のア
ワビの記述や、万葉集で歌に詠まれる
など、古くからの歴史があります。
　資料館では、昭和の頃の海女が使用
していた道具を中心に展示しています。
　志摩の海女漁は、「鳥羽・志摩の海
女漁の技術」として国の重要無形民俗
文化財に指定されています。また、「海女に出逢
えるまち　鳥羽・志摩」として日本遺産にも認定
されている、志摩市を代表する文化のひとつです。

世界は、想像もつかないオモシロ研究
であふれている！サーフィン工学、砂
漠農業、大麻の化学分析、忍者学など、
世界の各地域で行われている学問・研
究を紹介する。

五
い か ら し

十嵐 杏
あん

南
な

／著

世界のヘンな研究学　
問

南十字星が輝く大きな島。この島のユ
ーカリの森で生まれたコアラのパマは
お母さんコアラと仲良く暮らしていま
した。ある日、この森で見たこともな
い、大きな火事が起こり…。

今
いま

西
にし

 乃
のりこ

子／作

コアラのなみだ物　
語

家にいながら、身近なもので、自分で
できる科学の実験をたのしもう！簡単
なものから難しいものまで、科学のポ
イントがわかる70の実験をイラストで
紹介する。

ロブ・ビーティー／文

家でできる！
おもしろ科学の実験科　

学

スズメのクチバシは進化する、鳥の世
界にも方言がある、いい音を出すとモ
テる鳥…。謎に満ちた「鳥」の秘密を、
分かりやすいイラストとともに解き明
かす。

　陳
ちぇん

  湘
しゃんじん

静／文

鳥類学が教えてくれる
「鳥」の秘密事典動

物
学

黒くて大きなカラスが、もし、スズメ
くらい小さかったら？もし、きれいな
虹色だったら？ちょっぴり嫌われ者の
カラスにスポットライトを当てた、ユ
ーモラスな絵本。

ハナコよしみ／絵

カラスですけど
なにか…!?絵　

本

小学校の校長だった祖父は、レビー小
体型認知症を患っている。孫娘の楓が
身近で生じた謎の話を聞かせると、祖
父の知性は働きを取り戻す。そんな中、
楓の人生に関わる重大事件が…。

小
こ

西
にし

 マサテル／著

名探偵のままでいて小　
説

※新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、中止になる場合があります。

イベント案内 カレンダー
館 名 と　き 内　容

市立

３月20日（月）　10時～ おはなし会（赤ちゃん向け）

４月８日（土）　10時～ おはなし会

４月９日（日）
①10時～　②11時～

おりがみくらぶ ※先着順
定員：各回15人　材料費：50円

志摩
３月25日（土）　10時30分～ よみきかせ会

４月５日（水）　10時30分～ よみきかせ会（赤ちゃん向け）

入館無料 志摩市歴史民俗資料館からのお知らせ
志摩の海

あ

女
ま

漁
りょう

の技術

古文書
学習会

今月の
と　き ３月18日（土）13時30分～15時
ところ 磯部生涯学習センター ２階 研修室

志摩市立図書館 43・8000 43・8003　志摩図書室 85・7801 85・2563　民俗資料館・磯部図書室 55・2881 55・2935

きて！ みて！ よんで！
としょかん・しりょうかんみんなの

新しく入った
本を紹介します
（★は児童書です）

▲ 志摩・磯部・大王・浜島休み　　● 市立休み
■ 市立・志摩・磯部休み

				    3/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 4/1

常設展紹介

図
書
館
だ
よ
り
・
志
摩
市
歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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「募集」「お知らせ」など役立つ情報をお知らせします

アパートなどの集合住宅
や宅地開発事業などで
造成された住宅地に 
おける各戸検針および 
各戸徴収について

　集合住宅などにおいて市以外の
住宅管理者などにより設置された
各戸用の私営水道メーターを市が
検針を行い入居者に水道料金を直
接請求する各戸検針・各戸徴収の
制度が令和５年度から始まります。
各戸検針・各戸徴収を行うには、戸
数分の加入分担金相当額の納付や
止水栓の構造基準の適合などいく
つかの条件があります。くわしく
は、水道総務課までお問い合わせく
ださい。
問い合わせ　水道総務課

44・0220　 44・5261

募 看護師修学生の募集
　看護師の養成および確保を図る
ことを目的に看護師修学生を募集
します。
対象　看護師の養成施設に在学す
る人で、養成施設を卒業後に、市民
病院での勤務を希望する人
募集人員　２人以内
貸与の額　月額８万円以内
貸与期間　貸与決定月から養成施
設を正規の修学期間で修了するまで
申込期限　４月２８日（金） 17時
※くわしくはお問い合わせください。
問い合わせ・申し込み
志摩市民病院

73･8877　 72･3949

コンビニ交付サービスを
利用しましょう

　志摩市でも、マイナンバーカード
を利用してコンビニエンスストアな
どで住民票などの各種証明書が取
得できる、コンビニ交付サービスを
行っています。
　勤務先や通学先、昼休みや仕事
帰りなど、ご都合の良い場所や時
間帯に利用することができ、便利な
サービスになっています。
　コンビニ交付サービスを利用す
ることで、引っ越しシーズンで窓口
が混雑しやすい時期でも、待ち時
間なく証明書の発行ができます。
　ぜひ、マイナンバーカードを作成
してコンビニ交付サービスをご利
用ください。
利用できる店舗　全国のコンビニ
エンスストア（ファミリーマート、ロ
ーソン、セブン‐イレブン、ミニストッ
プなど）、イオンリテールなど
※マルチコピー機が設置してある店舗

に限ります。
利用できる時間　6時30分～23時

（システムメンテナンス日は除く）
※戸籍全部（個人）事項証明書、戸籍の

附票の写しは9時～17時（土日・祝
日、12月29日～翌年1月3日および
システムメンテナンス日は除く）

問い合わせ　市民課
44・0210　 44・5260

第22回陶芸交流展
　志摩市、南伊勢町の陶芸教室、
陶芸クラブ会員などの陶芸作品を
展示します。
とき　3月17日（金）～19日（日） 
9時～17時（最終日は15時まで）
ところ　南伊勢町町民文化会館
料金　無料
問い合わせ　陶芸交流展実行委員会

090・7853・1972

第８回文化交流祭 
～みんなでオンライン
交流～

日時　３月１２日（日） １０時～１６時
場所　阿児アリーナ（雨天決行）
料金　無料
内容　外国の人たちと交流・ものづ
くり作家による作品の展示販売、市
内の有名店弁当・キッチンカー多数
出店
※コロナ感染状況により変更の可能性

があります
主催　志摩ロータリークラブ　　

４３・６３５５

大王美術ギャラリー企画展
第3回御

み け つ く に

食国志摩写真
コンテスト作品展を 
開催します

　「志摩市地域
の風景、風俗、文
化」をテーマに、
市内外の人たち
がレンズを通し
て再発見した志
摩市の魅力をご
覧ください。
　 グランプリ、
準グランプリ、特別賞、入選作品の
計40点を展示する予定です。
　また、3月19日（日）は表彰式開催
のため、午前中の観覧を制限させ
ていただきます。ご了承ください。
とき　3月2日（木）～4月24日（月）
開館時間　9時～17時（最終入館
16時30分、最終日は16時閉館）
ところ　大王美術ギャラリー2階展
示室
休館日　火曜日、水曜日
　　　　（祝日の場合は開館）。
料金　無料
問い合わせ　大王美術ギャラリー

72・4336　 72・4317
d-artgallery@city.shima.lg.jp

募 お知らせ
　市では、「広報しま」、「市ホームペ
ージ」に掲載する広告の広告主を
募集しています。くわしくは総務課
へお問い合わせいただくか、市ホー
ムページで「広告事業」を検索の
上、ご確認ください。
問い合わせ　総務課　

44・0201　 44・5252

募 公共職業訓練 
（ハロートレーニング） 
受講生募集のお知らせ

　再就職を希望し、公共職業安定
所に求職申し込みをしている人を
対象に、ものづくり分野に特化した
職業訓練を実施しています。ぜひ
説明会・体験会にご参加ください。
●ものづくり溶接科（4月入所）
●電気設備技術科/住宅リフォーム

技術科（5月入所）
訓練場所　ポリテクセンター伊勢

（伊勢市小俣町明野６８５）
※受講料は無料ですが、別途テキスト

代・作業服代が必要です。
問い合わせ　ポリテクセンター伊勢

0596・37・3121
0596・37・4914

第２回 
山原長寿桜まつり開催

・尺八や磯部太鼓、ウクレレによる
演奏

・キッチンカーによる飲食物や、ア
クセサリーなどの販売

・美術品、書道作品の展示
・正

しょうでんじ

傳寺観音堂での心願成就、無
病息災祈祷（要予約）

　子ども向けのゲームや風船の配
布なども準備していますので、ぜひ
お越しください。
とき　３月２６日（日）　10時～15時
ところ　磯部町山原（山原区集会
所、山原墓地、正傳寺）
駐車場　５０台完備
問い合わせ　正傳寺  ５５・１９３２

お
知
ら
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指定金融機関交代の 
お知らせ

　４月１日から志摩市指定金融機関
が株式会社百五銀行に代わります。
　これに伴い、市役所本庁１階出納
室（出納窓口）での公金取扱業務
は、４月１日から株式会社百五銀行
が行います。
　税金などの納付の方法に変更は
ありません。
※指定金融機関とは、公金の収納およ

び支払業務を行う金融機関です。
問い合わせ　出納室

44・0215　 44・5260
suito@city.shima.lg.jp

募 市営月極駐車場 
利用者募集

　志摩磯部駅前の市営月極駐車場
につきまして、現在空き区画があり
ます。
　利用を検討される場合は都市計
画課までお問い合わせください。
　なお、短時間の駐車については、
時間貸し駐車場がありますので、あ
わせてご利用ください。（1時間以
内無料、1日（24時間以内）300円）
空き状況（令和５年2月1日時点）
・志摩磯部駅前駐車場（磯部町迫

間１８４０番地）…３台分
・志摩磯部駅前広場東側駐車場
（磯部町迫間１３６番地１）…２台分

・志摩磯部駅前東駐車場（磯部町
迫間１６１番地１）…２０台分

供
きょうよう

用時間　全日
駐車料金　４，０００円/月・台
申込期間　随時（平日のみ）
申し込み・問い合わせ  都市計画課

44・0305　 44・5262
toshikeikaku@city.shima.lg.jp

募 令和５年度 
美化パートナー事業 
活動団体を募集します 
～みんなのまちを美しく～

　令和５年度に市の道路や河川、
公共施設などの美化活動をボラン
ティアで行っていただける団体を募
集します。
支援対象となる活動例
・市が管理する道路・河川などの

清掃および除草などの環境美化
活動

・市が管理する施設・公園・空地に
おける花壇作りなどの景観美化
活動

支援内容　作業の内容・規模によ
り、必要となる消耗品や原材料（軍
手・ゴミ袋・サライ・草刈機用燃料・
花苗・肥料・園芸資材など）の費用
の一部を市が助成します。営利目
的の活動を除きます。
申し込み方法　希望される団体
は、作業届出書を作成し提出してく
ださい。（書式は建設整備課の窓
口、または市ホームページ例規集に
あります。）作業終了後に完了報告
書類を提出してください。
募集期間　３月１日（水）～３月１５日（水）
問い合わせ　建設整備課

44・0304　 44・5262

募 大王美術ギャラリー 
ボランティアスタッフを 
募集します

　絵を見るのが好きな人、絵を描く
のが好きな人、そして志摩市と大王
美術ギャラリーを応援したい人の
応募をお待ちしています。
募集要件　18歳以上で、年6回以
上活動できる人（高校生を除く）
活動内容　
・来館者に対する案内、対応など
・展覧会広報物（ポスターなど）の

配布協力
・そのほか、美術資料の調査補助

など
募集人員　20人程度
申込期限　3月1日（水）～4月17日

（月）
活動期間　5月1日～令和6年3月
31日（1年ごとの更新）
特典　学芸員によるスタッフのた
めの教養講座（年2回）。
問い合わせ　
大王支所　 72・0255（平日）
大王美術ギャラリー　 72・4336
くわしくは市ホームページをご覧く
ださい。

3月の運転免許更新 
手続きと更新時講習に
ついて

		
		
		
		

　3月21日（火）大王公民館におけ
る運転免許更新手続きおよび更新
時講習は祝日のため行いません。
　大王公民館は大王町と志摩町に
お住まいの人、鵜方公民館は阿児
町にお住まいの人、桧山路生涯学
習センターは浜島町にお住まいの
人が対象です。
　講習は各会場とも11時から実施
しますが、新型コロナウイルス感染
状況により受講者数を制限する場
合があります。くわしくは三重県警
察ホームページもしくは市ホームペ
ージでご確認ください。
問い合わせ　鳥羽警察署 交通課

０５９９・２５・０１１０（代）

実施日 実施場所 受付時間
７日（火） 大王公民館

９時
～１１時１４日（火）鵜方公民館

２８日（火）桧山路生涯学習センター

募 志摩市男女共同参画 
審議会委員を募集します

　市では、男女共同参画に関する
基本的かつ重要な事項を審議する
に当たり、市民の皆さんの意見を反
映させるため、審議会に参加いた
だける方を次のとおり募集します。
募集人数　若干名
応募資格
・市内に居住する満２０歳以上の人
（令和５年４月１日現在）

・男女共同参画社会の推進につい
て関心がある人

（※国、地方公共団体の議員および常
勤の公務員を除く）

任期　委嘱日から２年間（委嘱日：
令和５年６月１日を予定）
申し込み方法　人権市民協働課ま
たは各支所にある所定の応募用紙
に必要事項を記入し、テーマ「志摩
市における男女共同参画の推進」
についての作文（４００字程度・書式
自由）を添えて、直接または郵送、Ｆ
ＡＸ、電子メールで人権市民協働課
へご応募ください。（直接の場合は
支所も可）
※所定の応募用紙は、市のホームページ
（人権市民協働課のページ）からもダ
ウンロードできます。

申込期間　３月１日（水）～２４日（金） 
１７時まで
問い合わせ　人権市民協働課

４４・０２２７　 ４４・５２６０
jinkenshimin@city.shima.lg.jp

水道料金の 
基本料金の免除期間を 
１か月延長します

　新型コロナウイルス感染症の影
響や原油価格および物価の高騰な
どの影響を受けている家計や事業
活動を支援するため、令和４年１２
月検針分（１１月使用分）から３か月
間、水道料金の基本料金（メーター
使用料を含む）を免除しましたが、
免除期間を１か月延長し、令和５年
３月検針分（２月使用分）まで免除し
ます。
問い合わせ　水道総務課

44・0220　 44・5261
suidosomu@city.shima.lg.jp

お
知
ら
せ

23



イ ベ ント 情 報

今月の相談事業など

掲載している内容は、新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、変更・中止になる場合があります

内　　容 と　き ところ 申し込み・問い合わせ

出張年金相談
年金に関する相談

３月９日（木）
10時～15時
※要予約

志摩市商工会館 
日本年金機構
伊勢年金事務所

0596・27・3601

巡回公証相談
相続・遺言、離婚、任意後見、金
銭・土地建物の貸借契約などの
公正証書作成や会社などの定款
認証そのほかについて

【相談員】伊勢公証役場公証人

３月16日（木）
14時～16時
※要予約（前日まで）

市役所１階
⑤番窓口
介護・総合相談支援課

介護・総合相談支援課
44・0284
44・5260

こころの相談
こころの病やこころの健康づく
りについて

【相談員】保健師

３月22日（水）
９時～12時
13時～16時
※要予約
　（３月20日（月）12時まで）

市役所４階
404会議室

健康推進課（保健センター）
44・1100
44・1102

※随時相談も行っています

18歳未満の子どもに 
ついての相談

【相談員】家庭児童相談員 など

平日９時～12時
　　13時～17時
電話での相談も可。

市役所１階
⑧番窓口
こども家庭課

こども家庭課
44・0282
44・5260

ひとり親家庭・寡婦からの
相談

【相談員】母子・父子自立支援員
　など

平日９時～12時
　　13時～16時
電話での相談も可。

市役所１階
⑧番窓口
こども家庭課

こども家庭課
44・0282
44・5260

女性からの相談
DVについてなど

【相談員】女性相談員 など

平日９時～12時
　　13時～16時
電話での相談も可。

市役所１階
⑧番窓口
こども家庭課

こども家庭課
44・0282
44・5260

就労相談
就労支援

【相談員】ハローワーク就職支援
ナビゲーター 他

【対象】児童扶養手当受給者

第３金曜日
第４水曜日
※変更となる場合があります

三重県志摩庁舎
１階相談室

（小会議室または
入札室）

こども家庭課
44・0282
44・5260

※母子・父子自立支援員による
事前聞き取りあり

道の駅「伊勢志摩」 防災イベント開催
　消防・警察・自衛隊の災害時活動車両が大集合！防災体験やちびっこ制服
着用体験も実施します。
　また、昨年８月に全国大会に出場した消防の救助活動の技も披露します。
と  き　３月11日（土）　10時30分から13時30分
ところ　道の駅「伊勢志摩」・志摩観光農園駐車場
問い合わせ　防災危機管理室　 44・0203

今
月
の
相
談
事
業
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	 	 	 	1 	2 	3 	4 	

5 	6 	7 	8 	9 	10 	11 	

12 	13 	14 	15 	16 	17 	18 	

19 	20 	21 春分の日 	22 	23 	24 	25 	

26 	27 	28 	29 	30 	31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

人 口 交 通
全　域　総　数	 46,087人	 (-72)
　　　　　男	 21,509人	 (-26)
　　　　　女	 24,578人	 (-46)
　　　　世帯数	 22,565世帯	 (18)

事　故　数／	 89件	（16）
　うち人身事故	 8件	 （3）
　　　　物件	 81件	（13）
死　者　数／	 0人	 （0）
傷　者　数／	 8人	 （3）

火 災

救 急
件　　数／ 5件（3）

出動件数／ 457件（109）
管内（南勢分署含）

地区別　浜島町	 3,773人	(-12)
　　　　大王町	 5,582人	(-22)
　　　　志摩町	 9,122人	(-21)
　　　　阿児町	20,603人	 (-3)
　　　　磯部町	 7,007人	(-14)

（令和5年1月31日現在）　（　）内の数字は前月との比較です。 （令和5年1月31日現在）　（　）内の数字は前年との比較です。

コンビニ受診は
やめましょう！

志摩市休日夜間応急診療
所は、休日や勤務終了後
の医師・薬剤師のご協力
により運営しております。

「ちょっと心配だから診て
もらおう」「昼間仕事を休
めないから夜に診てもら
おう」などの理由で安易
に受診されることのない
よう、市民のみなさまに
お願いいたします。

歯科休日応急診療所のご案内市休日夜間応急診療所のご案内

場　　所 伊勢市福祉健康
　　　　 センター別棟1階

（伊勢市八日市場町13-1）
電話番号 0596・27・0829
受付時間 　開診日：日曜・祝日
　　　　 10時～12時
　　　 　13時～17時

各種相談やイベント情報などを掲載しています　※日程などは変更となる場合があります

納期限
3月31日（金）

今月の納税・納付
国民健康保険税	 9期
後期高齢者医療保険料	 9期

※口座振替の人は、預貯金残高をご確認ください。
市税の納付に関する相談は収税課（ 44･0212）まで

3 月 広報カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

市民課窓口延長
（１９時まで）

乳幼児健康相談
（志摩子育て
支援センター）
3月の運転免許更新

（大王公民館）

乳幼児健康相談
（磯部子育て
支援センター）

道の駅「伊勢志摩」
防災イベント

（道 の 駅「伊 勢 志
摩」・志摩観光農園
駐車場）

第8回文化交流祭
（阿児アリーナ）

市民課窓口延長
（１９時まで）

3月の運転免許更新
（鵜方公民館）

巡回公証相談
（市役所1階）

市民課窓口延長
（１９時まで）
乳幼児健康相談

（市立図書館）

こころの相談
（市役所4階
404会議室）
乳幼児健康相談

（市立図書館）

第2回山原長寿桜
まつり

（正傳寺）

市民課窓口延長
（１９時まで）

3月の運転免許更新
（桧山路生涯学習
センター）

診 療 日 診 療 日3 月 3 月

4 月 4 月

1月31日
現在

場　　所 県志摩庁舎２階
　　　　（阿児町鵜方3098-9）
電話番号 43・5899
診療科目 内科・小児科
受付時間 　印の日は夜間
　　　　19時30分～21時30分
　　　　 　印の日は昼間
　　　　（日曜・祝日診療の日）
　　　　9時30分～12時
　　　　13時30分～16時

※「今、診てもらえる医療機関」の案内を受けたいとき　救急医療情報センター 059・229・1199　 医療ネットみえ 検索
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　伊勢農業協同組合から美
うま

し国
くに

三重市町対抗駅伝志摩市チ
ームに対してドリンクを寄贈していただきました。いただ
いたドリンクは大会当日や練習会で活用させていただきま
した。

伊勢農業協同組合から
ドリンクの寄贈がありました1/13

　阿児アリーナで、新春恒例の消防出初式を開催しました。
式典には70人が出席し、永年勤続や職務に精

せい

励
れい

した団員
37人が表彰を受けました。
　式典終了後は、神明漁港に会場を移し、団員30人が新春
の青空に向かって一斉放水を行い、決意を新たに新年のス
タートを切りました。

　しめ切り神事は五
ごこくほうじょう

穀豊穣や悪
あくえきたいさん

疫退散、大漁を祈願した神
事です。獅子舞神事のあと、加

か

用
よう

と呼ばれる若者２人が「一
の太刀」「二の太刀」として、長さ約30メートル、中心の太
さ約１メートルの大しめ縄に太刀を振り下ろしました。そ
れぞれが縁起がよいとされる奇数の109回と27回で大しめ
縄を断ち切り、周囲から「ときの声」が上がっていました。

令和５年志摩市消防出
で

初
ぞめ

式
しき

　卓球競技において全国
大会へ出場される２名の
壮行会を市役所で行いま
した。市長から「日々の
練習の成果を発揮し、大
会を楽しんできてくださ
い」と激励しました。

天皇杯・皇后杯 2023年全日本卓球
選手権大会
第20回全国ホープス選抜卓球大会
出場壮行会

1/19

1/4安乗神社で「しめ切り神事」が
行われました1/10

　あらゆる人権課題の解決を目指し、一人一人の人権意識
の向上を目的として講演会を開催しました。今年度は日本
初の片腕義手の看護師で、元［北京・ロンドン］パラリン
ピック競泳日本代表の伊

い

藤
とう

真
ま

波
なみ

さんを招き、挫折に向き合
い、夢に挑むこと『あきらめない心』をテーマに語ってい
ただきました。

人権を考える市民の集いを
開催しました1/14

【出場者】天皇杯・皇后杯 2023年全日本卓球選手権大会
第62回大阪国際招待卓球選手権大会
TOKYO OPEN 第75回東京卓球選手権大会
　大
おお

畑
はた

 瑛
えい

祐
すけ

さん　文岡中学校３年生
第62回大阪国際招待卓球選手権大会
第20回全国ホープス選抜卓球大会
　大
おお

畑
はた

 佳
けい

資
し

さん　神明小学校６年生

　１月17日に記憶に残る志摩給食として、N
ネ ム リ ゾ ー ト

EMURESORT
のシェフ監修による「安乗産シロサバフグのあられパン粉
揚げ」「志摩産さわらと野菜の混ぜごはん」「志摩産生節とあ
らめのポテトサラダ」「船越みその海藻汁」が市内全小中学
校の給食で提供されました。

記憶に残る志摩給食
（シロサバフグ）を実施しました1/17
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　認知症・障がい福祉啓発イベント「しまこさん福福まつ
り」を志摩市商工会館で開催しました。当日は若年認知症
サポートセンター若

わか

野
の

達
たつ

也
や

さんによる講演や、ぷらっと農
園・三嶋山太鼓クラブ・伊勢志摩邦楽クラブなど市民団体
の活動発表やブース出展があり、楽しみながら地域福祉の
取り組みへの理解を深め、交流できる機会となりました。

しまこさん福福まつり開催！1/22

　当日は地元の漁業者や住民などたくさんの人が参加し、
１年間の幸福を願いました。高さ２メートルの恵比寿像を
囲み、海に向かって一斉に笑う「初笑い神事」では、「ワッ
ハッハ」と明るい笑い声が響き渡りました。

浜島町恵比寿神社で「鼻かけえびす
初笑い神事」が行われました。1/20

　「がんばろう！商店街」をス
ローガンに、鵜方駅前フェスタ
が開催されました。たくさんの
人が訪れ、各出店ブースでのお
買い物や特産品大抽選会、子ど
も向けのゲームコーナーなど
で、来場者が楽しんでいる姿がみられました。また、17時
頃には鵜方駅前ロータリーでリニューアルされたイルミネ
ーションが点灯され、駅を素敵に彩っていました。

　有限会社ロッソ（あじへい磯部店など経営）より、市に
絵本74冊（計10万円相当）が寄贈されました。一昨年の
浜島町・磯部町管内、昨年の阿児町管内に引き続き、今年
は大王町・志摩町管内の２幼稚園・２保育所計４施設へ贈
りました。

鵜方駅前フェスタが
開催されました1/22絵本の贈呈式1/23

　鳥羽志摩の魅力を発信する新たなラッピング列車「とば
しまメモリー」の運行開始にあたり、鳥羽駅で出発セレモ
ニーが開催されました。当日は関係者によるテープカット
の後、鳥羽駅長の出発合図とともに列車を見送りました。
　とばしまメモリーは「なみの章」、「うみの章」ともに伊
勢中川駅～賢島駅間（一部伊勢中川駅から近鉄名古屋駅間）
で運行中です。

ラッピング列車
「とばしまメモリー」デビュー！！2/3

　大阪市にあるあべのQ
キューズ

’sタウンで「パールズコレクショ
ン2023in大阪」を開催しました。包括連携校である学校法
人大

おお

阪
さか

夕
ゆう

陽
ひが

丘
おか

学
がく

園
えん

短
たん

期
き

大
だい

学
がく

の学生が作成した真珠製品を身
に着け、志摩高校の生徒などによるファッションショー、
志摩市に関するクイズ大会、立神真珠養殖漁業協同組合女
子部の皆さんによるパールアクセサリー・ワークショップ
など、さまざまな催し物で盛り上がりをみせていました。

パールズコレクション
2023i

イン

n大阪を開催しました 2/4～5
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編集・発行／志摩市　秘書課

「広報しま」はボランティア団体の
ご協力で、視覚障がいのある人に音
訳（朗読）ＣＤによる広報をお届け
しています。


